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研究会番号
′
0 2- 1
真菌の代謝産物と産生菌の分子分類
平成14年11月 14 日(木) 午前1 0時30分 - 17時
真菌医学研究セ ン タ ー 講堂
司会 横山 耕治 .
共同利用研究に関わる研究会として , 千葉県衛生研究
所 主任研究且 高橋治男氏より提案があり, 下記の 内
容の研究会を開催した一 食品衛生上の熟耐性菌が出す ト
キ シ ン と生産繭の分子同定な らび に分子分額に 関する研
究に つ い て活発に討論され , 最新の情報交換と親睦が交
わされた .
演 題
1) 耐熱性カ ビと そ れらが塵生する マ イ コ ト キ シ ン に つ
い て
千葉県衛生研究所 高橋 治男
2) Byss ochla mys属 に よる patulin 産生 に つ い て
都立衛生研究所 EEl端 節子, 和宇慶朝昭
3) Ne o sa rtoTya 属 の SE Mに よる同定
干葉県衛生研究所 高橋 治男
4) Neo s a rtorya の チ トク ロ ー ム b遺伝子解析 による分
子分類に つ い て
千葉大学真菌医学研究 セ ン タ ー 横山 耕治
5) Neosa rLo Tya 属の hetroduplex に よ る分子分類に つ
い て
大阪府公衆衛生研究所 久米田裕子 , 浅尾 穿
6) 縫合討論
研究会番号 一02 - 2
ニ 形性真蘭分子遺伝学研究会
E]時 平成14年9月6 日 午後1時30分 - 5時10分
会場 千重大学 真菌医学研究セ ン タ ー Bl講堂
司会 新見 昌 一 ( 国立感染症研究所 ･ 生物活性物質部)
共同利用研究会とし て . 国立感染症研究所 新見昌 一
室長が代表者となり研究会を開催した . こ の会 に お い て
Ca Tullda albicans の 病原性の解明や疫学的調査 に お け
る最新の様々 な分子生物学的ア プ ロ ー チ に よ る研究報告
がなされ , 活発な意見交換が行な われ た.
プ ロ グ ラ ム
1) ｢はじめ に+
千葉大学真薗医学研究セ ン タ ー 西村 和子
2) ｢二形性莫菌分子過伝学研究会の 概要+
国立感染症研究所生物活性物質部 新見 昌 一
3) ｢Cd E T96の単離と発芽管形成 へ の 関与+
千葉大学真薗医学研究セ ン タ ー
今西 由巳, 横山 排治, 宮泊 誠, 西村 和子
4) ｢Ca ndia albicans の 形態変換 に 関わる Ca M S13 の
機能解析+
福岡歯科大学機能生物化学講座 感染生物分野
長 環
5) ｢Ca ndida albica nsP H Oシ ス テ ム の 負制 御因 子
CdP H O85 の細胞内諸事象との 関わり+
山梨医科大学生命科学教室 宮川 洋三
6) ｢病原真薗の カタ ラ ー ゼ+
名古屋大学医真菌研究部門 中川 善之
7)｢2型 トポイ ソ メ ラ ー ゼ 遺伝子特異 プラ イ マ ー を 用
い た病原性真菌の検出と同定+
名古屋大学医真菌研究部門 神戸 俊夫
8) ｢Ca ndida albic a n sに お けるゲ ノ ム 解析+
千葉大学真薗医学研究セ ン タ ー
知花 博治, 岡 奈緒, 三上 嚢
9)｢終りに+
千葉大学臭菌医学研究 セ ン ター 官給 誠
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